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インターバンクの声 （2014 年 11 月 5 日） 
 

３日のニューヨーク市場から昨日の東京市場早朝にかけて１１４円台までの

ドル上昇となったドル円相場も、その後は１１３円台前半まで下押しされる

相場となったが、これでドルがピークを打ったと考える向きはまだ少数派だ

ろう。今日の東京時間に再び上値を試す動きが出るとは想定し難いが、金曜

日の米雇用統計を前にしての ADP雇用統計や ISM非製造業景況指数などの発
表があるニューヨーク時間には、指標の結果次第では荒い相場展開になる可

能性もある。ただ、この所ドル円相場の派手な値動きの陰で存在感が薄れて

いたユーロの動向が昨夜から俄かに騒がしくなり始め、欧州中央銀行（ECB） 
理事会が開かれる木曜日前後までユーロの値動きにも注意が必要だ。どうも

ECBの理事会メンバーでもあるユーロ圏各国中央銀行総裁の間でドラギ総裁
の運営方針に対する不満が高まっているらしい。不満の発端となったのは、

各国中央銀行総裁の間で具体的な数値は公表しないと合意していた ECBのバ
ランスシートを、ドラギ総裁が事実上の規模目標値を発表してしまったこと

にあるようだ。ドラギ総裁が一部の各国中央銀行総裁とはうまくやっている

が、その他の総裁とはコミュニケーションが取れていないことも背景にある

ようだ。ユーロも節目と捉えられている１．２５ドルを一旦割り込んだ後だ

けに注目される局面だ。 
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